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３．事後評価結果 

 

本 ACT-X 研究では、哺乳類のニオイ分子センサーである嗅覚受容体とニオイ分子との相互作用、

その活性化機構を解明することを目的とし、小さく扱いが難しいニオイ分子と嗅覚受容体の相互作

用について多くの重要な知見を得ることができた。 

ヒトとマウスの嗅覚受容体ライブラリーと独自の細胞を組み合わせて用いる受容体応答評価系

を開発し、小さなニオイ分子であるアセトアルデヒトとアンモニアの受容体を同定することに成功

した。チアゾリン分子については、嗅覚受容体内の重要なシステイン残基の同定に成功した。また、

嗅覚受容体の発現量が動物種間で異なるという知見を得ることができた。今後は、嗅覚受容体の活

性化機構の解明を更に進め、生物の嗅覚がもつ高い機能性の解明につなげることが期待される。あ

わせて、嗅覚を模倣した次世代の疾病診断や香りを利用する様々な産業分野の技術革新にも貢献す

ることが期待される。 

 


